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さあやってみよう，と著者が背
中を押してくれている

　私は当事者のよりよいウェル
ビーイングに向けて，心理社会的
プログラムを生業にしている．ど
うすればよりよい実践となるだろ
うかと，心理社会的プログラムを
実施する中で，日々迷い，悩み，
模索し，ブラッシュアップを繰り
返している．それは臨床家として
実践しはじめたときからずっと続
いている．多くの実践者の皆さん
も同様であろうと思う．駆け出し
のころには，どのようなプログラ
ムがあるのかわからず，伝統的な
プログラムや，先輩が実施してい
るものを踏襲していた時期もあっ
た．プログラムの目的というより
は，プログラムをすること自体が
目的になっていた時期もあったか
もしれない．当事者の皆さんや，
一緒に実施したスタッフと多くの
時間を過ごし，多くのことを学ば
せていただいた．多分にご迷惑も
おかけしたし，間違ったプログラ
ムを実施したこともあっただろ
う．本書を拝読する中で，たくさ
んの経験を思い出させていただい
た．

　精神科臨床，あるいは福祉事業
所等，多くの場所で心理社会的プ
ログラムが実施されており，多く
の実施者がいる．そして，多くの
当事者がその恩恵を受けているは
ずである．おそらく数千～数万人
の実施者がいて，当事者はその何
倍もの人数であろう．参加する当
事者個人にとって，その人生がよ
りよいものとなるよう，あるいは
その効果が最大化されるために
は，どのような実践がよいのだろ
うか．本書は心理社会的プログラ
ムについて丁寧に整理されてお
り，そのことについて考える機会
を与えてくれる．
　冒頭に事例を通じて心理社会的
プログラムが紹介されており，具
体的なイメージがつかみやすく，
どのような回復の時期に，どのよ
うな人に有用かが明記されてい
る．近年，重要視されているエビ
デンスについても，プログラムご
とに丁寧に記載されている．多様
な実施方法があるため，実際には
エビデンスが示されていない（示
すことが難しい）プログラムも多
く，「エビデンスが示されていな
い＝効果がない」のではなく，研

究デザインとして特定のプロトコ
ルが明確な効果研究が組み立てに
くく，実証しづらいことが丁寧に
説明されている．エビデンスは示
されていないものの，楽しかった
り，達成感があったり，安心安全
の感覚が満たされるプログラムは
臨床では有用であることが述べら
れている．
　本書の前半は心理社会的プログ
ラムについて概観され，後半はよ
り具体的に場面別に例示され，ス
タッフとしてのかかわり方などの
細やかな配慮点まで記載されてい
る．どのように行うべし，という
doing も記載されているが，おそ
らく著者が伝えたいどうあるべき
か，という being もうかがえる．
巻末の Q & A でも，多様な実践
場面での思考が記載されており，
非常に示唆に富んだ内容となって
いる．常に筆者らしい優しく穏や
かな言葉で書かれており，読み心
地の良さも特筆すべき点である．
読み終えたときに，さあやってみ
よう，と筆者が背中を押してくれ
ている．
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